
はじめに

本市は、まちの中心部にそびえる勇壮な熊本城や清らかな地下水、豊かな緑や良質な農水産物な
ど、古くから育まれた歴史文化と自然の恵み、そして、都市の利便性が調和した人口約 74 万人の
都市です。 
 また、平成 24 年には政令指定都市へ移行し、市民の皆様に身近な区役所を拠点として、行政サ
ービスの充実を図るとともに、区ごとに特色のあるまちづくりを進めてまいりました。 

 そのような中、平成 28 年に発生した熊本地震により、未だ多くの方々が仮設住宅等での生活を
余儀なくされるなど、改めて安全安心な住生活の重要性を認識いたしました。 

また、住生活を取り巻く環境は全国的にも大きな課題があり、平成 28 年に国が改定した住生活
基本計画（全国計画）では、今後 10 年の課題として、人口減少の急速な進展をはじめ、マンショ
ンの老朽化や空き家の増加による防災・治安・衛生面への懸念などが挙げられており、本市におい
ても例外ではありません。 

これらの課題に対応した住宅施策の展開のため、本市では、平成 27 年に策定しました熊本市住
生活基本計画に基づき、「安心なくらし」「良質な住まい」「住みやすいまち」の実現に向けた取組を
進めてまいりました。この度、当計画の策定から５年目の中間年にあたることから、現在の社会情
勢や熊本地震での教訓を反映し、今後の住生活の課題に適切に対応することを目的とした見直しを
行いました。 

本市としましては、この計画に基づき、災害時においても安全安心に暮らすことができる住環境
の整備を進め、市民の皆様と共に「誰もが憧れる上質な生活都市くまもと」の実現に取り組んでま
いりたいと考えておりますので、皆様方には、なお一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。 

結びに、この度の計画見直しにあたり、貴重なご意見、ご助言をお寄せいただきました、「熊本市
住宅審議会」の委員の皆様をはじめ、関係機関の皆様に、心から感謝を申し上げ、ご挨拶といたし
ます。

令和２年３月 
熊本市長 大西 一史 
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